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浦添市 上下水道部 経営企画室

第２回浦添市上下水道料金等審議会

水道事業経営戦略（１）





内      容事 業 名
1961(昭和36）年10月認可
水道公社（現在の県企業局）から浄水を受け、字城間、
屋富祖の地域に給水開始
計画給水人口10,600人、１⽇最⼤給水量1,590ｍ3/⽇

創設事業認可

1963(昭和38)年8月認可
計画給水人口15,370人、１⽇最⼤給水量2,770ｍ3/⽇第１次拡張事業認可

1964(昭和39)年10月認可
計画給水人口29,500人、１⽇最⼤給水量 8,000ｍ3/⽇第２次拡張事業認可

1972(昭和47)年3月認可
計画給水人口74,600人、１⽇最⼤給水量 29,840ｍ3/⽇第３次拡張事業認可

1972(昭和47)年5月認可
計画給水人口74,600人、１⽇最⼤給水量 38,792ｍ3/⽇第４次拡張事業認可

1982(昭和57)年6月15⽇認可
計画給水人口91,200人、１⽇最⼤給水量 50,210ｍ3/⽇第５次拡張事業認可

1989(平成元)年3月17⽇認可
計画給水人口120,000人、１⽇最⼤給水量 45,260ｍ3/⽇第６次拡張事業認可

2003(平成15)年3月11⽇認可
計画給水人口123,200人、１⽇最⼤給水量 51,600ｍ3/⽇
※⼟地区画整理事業に伴う管路布設が主な施設整備

第７次拡張事業認可

現在給水人口114,868人、給水普及率100.0％
1⽇最⼤給水量38,871ｍ3/⽇、有収水量密度6.72千m3/ha

2023(令和5)年
3月31⽇現在

（１） 事業の沿革２ 事業の現況
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施設名 構造 有効容量 完成年度
経過年数

（2024（R6)年時点）
備考

 前田第１調整池 RC造 7,600㎥ 1973（S48） 51年 企業局管理

 前田配水池 PC造 4,000㎥ 2013（H25） 11年 ―

 仲間配水池 PC造 273㎥ 1966（S41） 58年 ―

 浦仲配水池 RC造 5,000㎥ 1988（S63） 36年 地下式

 沢岻配水池 PC造 11,000㎥ 1993（H5） 31年 2槽式、半地下式

 前田増圧ポンプ施設 ― ― 1987（S62） 37年 ―

 仲間増圧ポンプ施設 ― ― 2008（H20） 16年 ―

 浦仲中継ポンプ施設 RC造 ― 1988（S63） 36年 ―

 中央監視室 ― ― 2008（H20） 16年 ―

事業の現況 （３） 施 設 ： 施設 諸元

 前田第１調整池、仲間配水池は、施設完成から50年以上が経過し、施設の老朽化が懸念されます

 ２施設については、今後10年間で施設更新を予定しています

※前田第１調整池は本市の実質的な配水池となっています。そのため、更新に際し、本市が新設する予定となっています

 その他、減圧弁などの機械設備および配水池の水位計などの電気計装設備の更新も必要となります
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 本市内の配水管は、効率的な水運用を目的として、配水ブロックを構築しています

 現在51区画に区切られており、ブロックごとに流量計・減圧弁等が設けられており、流量や圧力を遠隔で監視しています

→本市は漏水量の増減が、受水量・受水料金に直結するため、漏水対策・水の有収率向上に寄与

事業の現況 （６） これまでの主な経営健全化の取組

配水ブロック化

広い配水区域を適切な広さに分割し、
各ブロックごとに管理する方法

• 水圧の均等化

• 現況把握の容易性

• 維持管理の向上

• 非常時対応の向上

• 渇水時における配水量の均等配分

配水ブロック化とは

v

ブロックA ブロックｃ

ブロックB ブロックD

配水池配水池

ブロック化イメージ図

出典）長野市HP図を基に作成、2024年8月9日時点、
https://www.city.nagano.nagano.jp/n704500/suido/p000822.html

： 仕切弁

： 流入ピット
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参考） 水道事業会計の考え方－事業会計の仕組み

水道事業の会計 ＝
収益的収支

経営活動に伴う収支

資本的収支

施設の整備等に伴う収支＆

収益的収支
収入 ： 水道料金、長期前受金戻入など

支出 ： 受水費、人件費、維持管理費、減価償却費等

収入 ： 国庫補助金、企業債など

支出 ： 建設改良費、企業債償還金、等
資本的収支

経 営 分 析３
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参考） 水道事業会計の考え方－収益的収支について

収益的収支 ・・・ 経営活動に伴う収支

0.8

22.9

1.0

3.3

4.3

1.3

13.9

収入 支出

長期前受金戻入

その他
（他会計負担金等）

水道料金収入

減価償却費

人件費

維持管理費

受水費

約24.6億円 約23.2億円

1.4億円

0.6 事務費、その他

収益的収支で得られた純利益は、将来の水道施設を更新するために積み立てられます

本市では、約6割が受水費であり、受水費の価格変動による経営への影響が大きいと考えられます

経 営 分 析
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参考） 水道事業会計の考え方－収益的収支について

資本的収支 ・・・ 施設の整備等に伴う収支

3.3
4.0

13.9

収入 支出

補助金

投資

建設改良費

約4.3億円 約5.1億円

0.7億円
企業債償還金等

0.3

投資0.8
1.0

0.1負担金

投資は下水道事業会計への貸付および貸付金償還によるものです

資本的収支不足額は、消費税資本的収支調整額・過年度損益勘定留保資金・建設改良積立金などで補填しました

経 営 分 析
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給水形態 現在給水人口規模 区分 団体数
都道府県・指定都市 政令市等 20
30 万人以上 A1 49
15 万人以上30 万人未満 A2 74
10 万人以上15 万人未満 A3 89
5 万人以上10 万人未満 A4 190
3 万人以上5 万人未満 A5 202
1.5 万人以上3 万人未満 A6 252
1 万人以上1.5 万人未満 A7 131
5 千人以上1 万人未満 A8 190
5 千人未満 A9 46

用水供給事業 B 67

末端給水事業

本市水道事業における経営の現状や課題を的確に把握するため、経営の健全性・効率性、保有する施設の老朽化

状況等を分析しました

現状把握・分析にあたっては、「令和４年度 浦添市 経営比較分析表」を活用し、経年変化や類似団体との比較を

行いました

類似団体は、「経営比較分析表」類似団体区分を参照する。本市は、給水人口よりA3に相当し、全国89事業体が類

似団体となります。また、沖縄県内11市の事業体も類似団体とし別途比較を行いました。

経 営 分 析 （３） 経営比較分析表等を用いた分析
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経 営 分 析 （３） 経営比較分析表等を用いた分析（経営の健全性・効率性）

流動比率

【指標の意味】
短期的な債務に対する支払能力を表す指標

【分析の考え方】
当該指標は、１年以内に支払うべき債務に対して支払うことがで

きる現金等がある状況を示す100％以上であることが必要

【本市の値】
流動比率は100%を超過し、類似団体と比較して高い数値であり、

安定した経営状況です

年度（和暦） H30 R1 R2 R3 R4
年度（⻄暦） 2018 2019 2020 2021 2022
浦添市（%） 820.48 701.38 707.47 845.21 1,056.09
類似団体平均値（%） 335.60 358.91 360.96 351.29 364.24
沖縄県11市平均値（%） 587.03 573.12 609.86 678.82 737.78
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企業債残高対給水収益比率

【指標の意味】
給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模

を表す指標

【分析の考え方】
当該指標については、明確な数値基準はない。経年比較や類似団

体との比較等により状況を把握・分析し、適切な数値となっている
か評価する必要がある

【本市の値】
類似団体と比較しても非常に低い値となっています。本市が浄水

場等の施設を有しておらず、且つ、近年5年間で施設更新需要が低
かったことに起因していると考えられます

年度（和暦） H30 R1 R2 R3 R4
年度（⻄暦） 2018 2019 2020 2021 2022
浦添市（%） 8.60 6.40 4.84 2.86 1.35
類似団体平均値（%） 258.26 247.27 239.18 236.29 238.77
沖縄県11市平均値（%） 105.66 96.86 95.25 86.33 78.99
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経 営 分 析 （３） 経営比較分析表等を用いた分析（経営の健全性・効率性）

料金回収率

【指標の意味】
給水に係る費用を給水収益で賄えているかを表した指標

【分析の考え方】

100％を下回っている場合、給水に係る費用が給水収益以外の
収入で賄われていることを意味する

【本市の値】
R2年度のコロナ禍における水道料金減免措置による影響を除き、

100%以上となっています。給水に係る費用が給水収益で賄われ
ています。今後、沖縄県企業局の受水費の値上げが決定しており、
料金回収率の維持が困難となることが予想されます

年度（和暦） H30 R1 R2 R3 R4
年度（⻄暦） 2018 2019 2020 2021 2022
浦添市（%） 107.72 104.13 97.38 107.49 104.41
類似団体平均値（%） 106.07 105.34 101.89 104.33 98.85
沖縄県11市平均値（%） 110.20 110.81 105.18 107.16 108.46
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給水原価

【指標の意味】
有収水量１㎥あたりどれだけの費用がかかっているかを表す指標

【分析の考え方】

当該指標については、明確な数値基準はない。経年比較や類似団
体との比較等により状況を把握・分析し、適切な数値となっている
か評価する必要がある

【本市の値】
同規模事業体と比較して1割程度高価です。要因は、県企業局の

導送水管路が長距離であるため管路整備費等が高額となること等
に起因した受水費の高価格化が考えられます

年度（和暦） H30 R1 R2 R3 R4
年度（⻄暦） 2018 2019 2020 2021 2022
浦添市（円/m3） 174.43 172.42 168.43 165.24 170.18
類似団体平均値（円/m3） 159.22 159.60 156.32 157.40 162.61
沖縄県11市平均値（円/m3） 179.01 178.09 176.99 179.37 176.57
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経 営 分 析 （３） 経営比較分析表等を用いた分析（経営の健全性・効率性）

施設利用率

【指標の意味】
一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、施設の利

用状況や適正規模を判断する指標。なお、本市の一日配水能力は、
県企業局水受水量である47,746m3/日

【分析の考え方】
明確な数値基準はないが、一般的に高い数値であることが求めら

れる

【本市の値】
概ね80％前後で推移しており、類似団体と比較しても高い値を

維持しており良好な状況といえます。また、本市の負荷率は95％
程度であり、水使用量が多い日にも余力を持った能力といえます

有収率

【指標の意味】
施設の稼働が収益につながっているかを判断する指標

【分析の考え方】

当該指標は、100％に近ければ近いほど施設の稼働状況が収益
に反映されているといえる。数値が低い場合は漏水等の原因を特
定し、対策を講じる必要がある

【本市の値】
90～95％程度で⼀定となっており、同規模団体と比較して高い

状況です。一方、今後は老朽管の割合が増加することが予想され
るため、有収率向上のために老朽管更新に取り組み、漏水対策を
行う必要があります。

年度（和暦） H30 R1 R2 R3 R4
年度（⻄暦） 2018 2019 2020 2021 2022
浦添市（%） 92.74 92.67 93.89 94.97 95.34
類似団体平均値（%） 88.86 89.11 89.35 89.70 89.24
沖縄県11市平均値（%） 92.07 92.86 92.54 92.85 92.83
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年度（和暦） H30 R1 R2 R3 R4
年度（⻄暦） 2018 2019 2020 2021 2022
浦添市（%） 78.28 80.75 81.41 79.99 78.81
類似団体平均値（%） 62.83 62.05 63.23 62.59 61.81
沖縄県11市平均値（%） 74.70 75.64 74.73 74.61 74.21
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年度（和暦） H30 R1 R2 R3 R4
年度（⻄暦） 2018 2019 2020 2021 2022
浦添市（%） 51.33 52.47 52.96 54.47 54.58
類似団体平均値（%） 47.89 48.69 49.62 50.50 51.28
沖縄県11市平均値（%） 51.35 52.26 53.26 54.17 54.75
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経 営 分 析 （３） 経営比較分析表等を用いた分析（老朽化の状況）

【指標の意味】
有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んで

いるかを表す指標

【分析の考え方】
明確な数値基準はない。数値が高いほど、法定耐用年数に近い資

産が多いことを示し、将来の施設の更新等の必要性を推測できる

【本市の値】

上昇傾向であり、既存施設の経年化が進行しています。また、類
似団体よりも、上昇ペースがやや早く、計画的な施設更新が必要と
なります

年度（和暦） H30 R1 R2 R3 R4
年度（⻄暦） 2018 2019 2020 2021 2022
浦添市（%） 7.39 14.39 18.83 22.74 27.34
類似団体平均値（%） 16.90 18.26 19.51 21.19 22.64
沖縄県11市平均値（%） 6.30 8.03 9.85 13.22 14.74
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管路経年化率

【指標の意味】
法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標

【分析の考え方】

数値が高い場合は、法定耐用年数を経過した管路を多く保有して
おり、管路の更新等の必要性を推測することができる

【本市の値】
同規模団体と比較して高い水準（悪化傾向）となっています。今後

も経年化管路が増加する見込みでありますので、老朽化管路の更
新など適切な投資が必要となります

有形固定資産減価償却率
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経 営 分 析 （３） 経営比較分析表等を用いた分析（老朽化の状況）

年度（和暦） H30 R1 R2 R3 R4
年度（⻄暦） 2018 2019 2020 2021 2022
浦添市（%） 0.52 0.15 0.62 0.09 0.43
類似団体平均値（%） 0.72 0.66 0.67 0.62 0.60
沖縄県11市平均値（%） 0.51 0.49 0.50 0.45 0.47

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

管
路

更
新

率
（

％
）

浦添市（%） 類似団体平均値（%） 沖縄県11市平均値（%）

管路更新率

【指標の意味】
当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標

【分析の考え方】
当該指標については、明確な数値基準はない。数値が2.5％の場

合、全ての管路を更新するのに40年かかる更新ペースとなる。

【本市の値】
概ね0.5％前後で推移しており、全ての管路を更新するためには、

単純計算で200年を要します。また、類似団体平均値よりも低い
水準であるため、一層の更新への対応が必要となります
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経営分析表による現状分析のまとめ

経 営 分 析 （３） 経営比較分析表等を用いた分析

現在、経営の健全性・効率性に関する指標は、良好な状態にあります

一方で、既存施設・設備の老朽化に関する指標は悪化傾向（土地区画整理事業の遅れ、国庫補助金の採

択率の低下が原因）にあり、同規模類似団体・沖縄県内１１市と比較しても、施設の老朽化が進行してい

る状況です

今後は、ライフラインとしての水道事業の持続可能な運営のために、老朽化施設の更新に積極的に取り

組む必要があります。そのため、建設改良費やその財源となる企業債の増加による減価償却費や支払利

息の増加が予想されるほか、受水費の値上げも想定され、料金改定を含む財政面の見直しが重要と考

えられます
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前回経営戦略の投資財政計画と決算実績値の比較４

（単位︓千円，％）
年      度 

 区      分
１． (A) 2,349,655 2,340,454 2,344,854 2,410,765 2,390,442 2,347,782 61,110 49,988 2,928

(1) 2,280,293 2,271,564 2,276,012 2,351,189 2,326,703 2,286,653 70,896 55,139 10,641
(2) (B) 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(3) 69,362 68,890 68,842 59,576 63,739 61,129 △ 9,786 △ 5,151 △ 7,713

２． 105,153 104,187 105,742 116,853 121,390 112,176 11,700 17,203 6,434
(1) 2,855 2,855 2,855 1,845 14,462 2,593 △ 1,010 11,607 △ 262

0 0 0 0 0 0 0 0 0
2,855 2,855 2,855 1,845 14,462 2,593 △ 1,010 11,607 △ 262

(2) 100,650 99,684 101,239 99,134 98,668 98,199 △ 1,516 △ 1,016 △ 3,040
(3) 1,648 1,648 1,648 15,874 8,260 11,384 14,226 6,612 9,736

(C) 2,454,808 2,444,641 2,450,596 2,527,618 2,511,832 2,459,958 72,810 67,191 9,362
１． 2,371,104 2,347,349 2,346,889 2,281,309 2,322,199 2,320,315 △ 89,795 △ 25,150 △ 26,574

(1) 194,447 192,955 192,955 171,149 173,723 179,914 △ 23,298 △ 19,232 △ 13,041
93,917 93,917 93,917 81,316 82,620 87,738 △ 12,601 △ 11,297 △ 6,179

0 0 0 839 0 0 839 0 0
100,530 99,038 99,038 88,994 91,103 92,176 △ 11,536 △ 7,935 △ 6,862

(2) 1,878,608 1,857,557 1,858,704 1,804,232 1,835,999 1,826,902 △ 74,376 △ 21,558 △ 31,802
2,513 2,513 2,513 2,257 2,445 2,136 △ 256 △ 68 △ 377

251,870 251,870 251,692 190,037 224,072 221,259 △ 61,833 △ 27,798 △ 30,433
97 97 97 69 94 160 △ 28 △ 3 63

1,624,128 1,603,077 1,604,402 1,611,869 1,609,388 1,603,347 △ 12,259 6,311 △ 1,055
(3) 298,049 296,837 295,230 305,928 312,477 313,499 7,879 15,640 18,269

２． 4,647 2,647 1,647 6,119 5,782 2,826 1,472 3,135 1,179
(1) 4,000 2,000 1,000 4,008 2,412 913 8 412 △ 87
(2) 647 647 647 2,111 3,370 1,913 1,464 2,723 1,266

(D) 2,375,751 2,349,996 2,348,536 2,287,428 2,327,981 2,323,141 △ 88,323 △ 22,015 △ 25,395
(C)-(D) (E) 79,057 94,645 102,060 240,190 183,851 136,817 161,133 89,206 34,757

(F) 1 1 1 119 141 30 118 140 29
(G) 201 201 201 493 4,903 232 292 4,702 31

(F)-(G) (H) △ 200 △ 200 △ 200 △ 374 △ 4,762 △ 202 △ 174 △ 4,562 △ 2
(E)+(H) 78,857 94,445 101,860 239,816 179,089 136,615 160,959 84,644 34,755

(I) 427,441 521,887 623,748 239,816 179,089 136,615 △ 187,625 △ 342,798 △ 487,133
(J) 2,876,760 2,767,753 2,752,561 3,378,495 3,574,942 3,929,292 501,735 807,189 1,176,731
(K) 497,047 492,047 489,047 399,724 338,506 369,316 △ 97,323 △ 153,541 △ 119,731

(A)-(B) (M) 2,349,655 2,340,454 2,344,854 2,410,765 2,390,442 2,347,782 61,110 49,988 2,928

決算 実績値 実績－推計
2021年
(R3)

2022年
(R4)

2023年
(R5)

2021年
(R3)

2022年
(R4)

2023年
(R5)

2021年
(R3)

2022年
(R4)

2023年
(R5)

そ の 他
収 入 計

営 業 費 用
職 員 給 与 費

R3経営戦略 推計値

退 職 給 付 費
そ の 他

経 費
動 ⼒ 費

収

益

的

収

支

収

益

的

収

入

営 業 収 益
料 ⾦ 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

営 業 外 収 益
補 助 ⾦

そ の 他

他 会 計 補 助 ⾦
そ の 他 補 助 ⾦

⻑ 期 前 受 ⾦ 戻 入

修 繕 費
材 料 費

流 動 資 産

減 価 償 却 費
営 業 外 費 用

支 払 利 息
そ の 他
支 出 計

経 常 損 益

収

益

的

支

出

特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益
当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ）
繰 越 利 益 剰 余 ⾦ 又 は 累 積 欠 損 ⾦

基 本 給

流 動 負 債
営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益

収益的収支
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（単位︓千円）

 区      分
１． 0 0 0 0 0 0 0 0 0
２． 10,762 5,155 5,155 531 9,342 5,809 △ 10,231 4,187 654
３． 190,131 190,000 280,276 77,029 131,587 97,874 △ 113,102 △ 58,413 △ 182,402
４． 0 0 0 289,812 316,048 329,654 289,812 316,048 329,654

(A) 200,893 195,155 285,431 367,372 456,977 433,337 166,479 261,822 147,906
(B) ― ― ― 57,529 31,615 29,939 ― ― ―

(A)-(B) (C) 200,893 195,155 285,431 309,843 425,362 403,398 108,950 230,207 117,967
１． 492,987 482,366 664,596 160,389 491,015 397,257 △ 332,598 8,649 △ 267,339

39,370 39,370 39,370 ― ― ― ― ― ―

２． 44,000 39,000 36,000 38,654 35,703 24,134 △ 5,346 △ 3,297 △ 11,866

３． 0 100,000 0 130,000 101,084 85,873 130,000 1,084 85,873

(D) 536,987 621,366 700,596 329,043 627,802 507,264 △ 207,944 6,436 △ 193,332
(E) 336,094 426,211 415,165 19,200 202,440 103,866 △ 316,894 △ 223,771 △ 311,299

１． 336,094 426,211 415,165 1,071 118,137 41,727 △ 335,023 △ 308,074 △ 373,438
２． 0 0 0 0 0 0 0 0 0
３． 0 0 0 8,000 57,529 31,616 8,000 57,529 31,616
４． 0 0 0 10,129 26,774 30,523 10,129 26,774 30,523

(F) 336,094 426,211 415,165 19,200 202,440 103,866 △ 316,894 △ 223,771 △ 311,299
(E)-(F) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(G) 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(H) 106,346 67,346 31,346 154,403 118,700 94,566 48,057 51,354 63,220

○他会計繰入⾦ （単位︓千円）

 区      分
2,855 2,855 2,855 1,845 14,462 2,593 △ 1,010 11,607 △ 262
2,855 2,855 2,855 1,845 14,462 2,593 △ 1,010 11,607 △ 262

0 0 0 0 0 0 0 0 0
5,155 5,155 5,155 531 9,342 5,809 △ 4,624 4,187 654
5,155 5,155 5,155 531 9,342 5,809 △ 4,624 4,187 654

0 0 0 0 0 0 0 0 0
8,010 8,010 8,010 2,376 23,804 8,402 △ 5,634 15,794 392

R3経営戦略 計画値 決算 実績値 実績－推計

2021年
(R3)

2022年
(R4)

2023年
(R5)

2021年
(R3)

2022年
(R4)

2023年
(R5)

2021年
(R3)

純 計

2022年
(R4)

2023年
(R5)

資

本

的

収

支

資

本

的

収

入

企 業 債
他 会 計 負 担 ⾦
国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 ⾦
そ の 他

計
(A)のうち翌年度へ繰り越される支出の財源充当額

資
本
的
支
出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 ⾦

そ の 他

計

実績－推計

資本的収入額が資本的支出額に不⾜する額      (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 ⾦
利 益 剰 余 ⾦ 処 分 額
繰 越 工 事 資 ⾦
そ の 他

計
補 塡 財 源 不 ⾜ 額
他 会 計 借 入 ⾦ 残 高
企 業 債 残 高

R3経営戦略 推計値 決算 実績値

2022年
(R4)

2023年
(R5)

収 益 的 収 支 分
う ち 基 準 内 繰 入 ⾦
う ち 基 準 外 繰 入 ⾦

2021年
(R3)

2022年
(R4)

2023年
(R5)

2021年
(R3)

2022年
(R4)

2023年
(R5)

資 本 的 収 支 分
う ち 基 準 内 繰 入 ⾦
う ち 基 準 外 繰 入 ⾦

合 計

2021年
(R3)

資本的収支

前回経営戦略の投資財政計画と決算実績値の比較
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計画と実績の比較まとめ

浦添市水道事業経営戦略（2021～2030）で、将来の事業環境を踏まえ、投資財政計画を作成しました

収益的収支について、令和3年度及び令和4年度において、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、生

活用水量が増加したことに起因して、給水収益が計画値よりも5千万円程度増となりました。一方で、基

地用水量は年々減少しているため、給水収益が減少しており、令和5年度においては、推計値と実績値

の乖離が小さくなっています。今後も、各水量の動向を注視し、給水収益の適切な予測を行う必要があ

ります

また、流動資産（現金預金等）が令和5年度において計画値比で11億円増となっています。これは、建物

更生共済満期掛金による収入、下水道事業への貸付金の償還、再評価事業（新設管路布設事業）の補助

額の落ち込みと土地区画整理事業の進捗遅れに伴う投資額の減少等に起因しています

今後は、土地区画整理事業の進捗次第で柔軟に代替事業を実施する対応をとること等、資産の適切な

更新に向けて検討を行う必要があります

前回経営戦略の投資財政計画と決算実績値の比較
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将来の事業環境 参考）水需要予測における将来値の設定方法

将来値の設定方法

(人)
社人研が公表している「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）」
による推計値（浦添市）推計結果を基に、開発人口を加算する。

(人) ⾏政区域内人口＝給⽔区域内人口−給⽔区域外人口

(人) 全市域が給⽔区域であるため、0人を将来一律設定

(人) 給⽔区域内人口−給⽔区域内未給⽔人口

(人) 直近実績値（0人：令和5(2023)年度）を将来一律設定

(％) 給⽔人口÷給⽔区域内人口×100

(⼾) 給⽔人口÷世帯人員

(人/⼾) トレンド式（逆ロジスティック曲線）による推計値を採用

原単位 (L/人/日) 実績8年間の平均値（215.4 L/人/日）を将来一律設定

使用⽔量 (ｍ3/日) 給⽔人口×生活用原単位÷1000

(ｍ3/日)
トレンド式（年平均増減数式）による推計値を採用。R14年度以降は一定。
また、新規開発分（360m3/日）をR10年度より見込む

(ｍ3/日) 直近実績値（1,490m3/日）を将来一律設定

(ｍ3/日) トレンド式（年平均増減率式）による推計値を採用。

(ｍ3/日) 実績10年間の平均値（112m3/日）を将来一律設定

(ｍ3/日) 実績10年間の平均値（18m3/日）を将来一律設定

(ｍ3/日) 用途別⽔量の合計

(ｍ3/日) 有効⽔量−有収⽔量

(ｍ3/日) １日平均給⽔量×有効率÷100

(ｍ3/日) １日平均給⽔量−有効⽔量

(ｍ3/日) 有収⽔量÷有収率×100

(L/人/日) １日平均給⽔量÷給⽔人口×1000

(ｍ3/日) １日平均給⽔量÷負荷率×100

(L/人/日) １日最大給⽔量÷給⽔人口×1000

(％) 有効率−有効無収率

(％) 実績10年間の平均値（96.6%）を将来一律設定

(％) 実績5年間の平均値（2.2%）を将来一律設定

(％) 安全側を考慮し、実績10年間の最小値（95.1%）を将来一律設定負荷率

１人１日平均給⽔量

１日最大給⽔量

１人１日最大給⽔量

有収率

有効率

有効無収率

１日平均給⽔量

給⽔⼾数

給⽔世帯人員

用
途
別
⽔
量

有
効
⽔
量

有
収
⽔
量

生活用

営業用⽔量

官公署用⽔量

基地用⽔量

臨時用⽔量

有収⽔量計

無収⽔量

有効⽔量計

無効⽔量

船舶用⽔量

給⽔普及率

項目

⾏政区域内人口

給⽔区域内人口

給⽔人口

給⽔区域内未給⽔人口

給⽔区域外人口
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将来の事業環境 参考）水需要予測結果総括表

実績値 将来値(予測値)

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043
H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25

(人) 113,974 113,580 113,578 113,447 114,059 114,830 115,422 115,112 114,868 114,825 114,915 115,006 114,868 114,933 115,008 115,081 115,155 115,173 114,989 114,795 114,602 114,408 114,140 113,871 113,604 113,336 113,067 112,683 112,300 111,916

(人) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(人) 113,974 113,580 113,578 113,447 114,059 114,830 115,422 115,112 114,868 114,825 114,915 115,006 114,868 114,933 115,008 115,081 115,155 115,173 114,989 114,795 114,602 114,408 114,140 113,871 113,604 113,336 113,067 112,683 112,300 111,916

(人) 3 3 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(人) 113,971 113,577 113,575 113,446 114,059 114,830 115,422 115,112 114,868 114,825 114,915 115,006 114,868 114,933 115,008 115,081 115,155 115,173 114,989 114,795 114,602 114,408 114,140 113,871 113,604 113,336 113,067 112,683 112,300 111,916

(％) 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

(世帯) 47,054 47,383 48,099 48,632 49,724 50,883 51,641 54,608 52,900 53,308 54,462 55,053 55,492 55,983 56,459 56,914 57,320 57,673 57,900 58,095 58,262 58,401 58,503 58,546 58,619 58,632 58,645 58,598 58,520 58,442

原 単 位 (㍑/人/日) 215.1 214.7 216.4 215.5 212.4 212.8 223.7 223.5 219.4 216.9 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4 215.4

使 用 水 量 (ｍ3/日) 24,514 24,381 24,581 24,443 24,228 24,436 25,818 25,723 25,207 24,910 24,753 24,772 24,743 24,757 24,773 24,788 24,804 24,808 24,769 24,727 24,685 24,643 24,586 24,528 24,470 24,413 24,355 24,272 24,189 24,107

(ｍ3/日) 6,510 6,656 6,715 6,719 6,842 7,184 7,020 7,151 7,485 7,365 7,529 7,631 7,734 7,836 8,299 8,402 8,504 8,607 8,709 8,812 8,812 8,812 8,812 8,812 8,812 8,812 8,812 8,812 8,812 8,812

(ｍ3/日) 1,688 1,717 1,694 1,684 1,718 1,673 1,511 1,448 1,466 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490 1,490

(ｍ3/日) 1,826 1,734 1,683 1,616 1,716 2,303 2,026 1,792 1,607 1,422 1,260 1,118 992 880 781 693 615 546 484 430 381 338 300 266 236 210 186 165 146 130

(ｍ3/日) 111 126 108 97 137 112 104 141 100 88 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112 112

(ｍ3/日) 14 18 29 20 18 19 16 13 12 16 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

(ｍ3/日) 34,663 34,632 34,810 34,579 34,659 35,727 36,495 36,268 35,877 35,291 35,162 35,141 35,089 35,093 35,473 35,503 35,543 35,580 35,582 35,588 35,498 35,413 35,318 35,226 35,138 35,055 34,973 34,869 34,767 34,669

(ｍ3/日) 827 760 821 830 847 861 859 854 848 829 820 819 817 818 826 827 828 830 829 830 827 826 823 821 819 817 814 812 811 807

(ｍ3/日) 35,490 35,392 35,631 35,409 35,506 36,588 37,354 37,122 36,725 36,120 35,982 35,960 35,906 35,911 36,299 36,330 36,371 36,410 36,411 36,418 36,325 36,239 36,141 36,047 35,957 35,871 35,787 35,681 35,578 35,476

(ｍ3/日) 1,173 1,360 1,331 2,381 1,869 1,966 1,516 1,069 903 1,041 1,266 1,266 1,264 1,264 1,278 1,279 1,280 1,281 1,282 1,282 1,279 1,275 1,272 1,269 1,266 1,263 1,260 1,256 1,252 1,249

(ｍ3/日) 36,663 36,752 36,962 37,790 37,375 38,554 38,870 38,191 37,628 37,161 37,248 37,226 37,170 37,175 37,577 37,609 37,651 37,691 37,693 37,700 37,604 37,514 37,413 37,316 37,223 37,134 37,047 36,937 36,830 36,725

(㍑/人/日) 322 324 325 333 328 336 337 332 328 324 324 324 324 323 327 327 327 327 328 328 328 328 328 328 328 328 328 328 328 328

(ｍ3/日) 38,544 38,356 38,641 39,360 37,968 39,545 40,562 39,069 38,871 38,054 39,167 39,144 39,085 39,090 39,513 39,547 39,591 39,633 39,635 39,642 39,542 39,447 39,341 39,239 39,141 39,047 38,956 38,840 38,728 38,617

(㍑/人/日) 338 338 340 347 333 344 351 339 338 331 341 340 340 340 344 344 344 344 345 345 345 345 345 345 345 345 345 345 345 345

(％) 94.5 94.2 94.2 91.5 92.7 92.7 93.9 95.0 95.3 95.0 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4 94.4

(％) 96.8 96.3 96.4 93.7 95.0 94.9 96.1 97.2 97.6 97.2 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6 96.6

(％) 2.3 2.1 2.2 2.2 2.3 2.2 2.2 2.2 2.3 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2

(％) 95.1 95.8 95.7 96.0 98.4 97.5 95.8 97.8 96.8 97.7 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1 95.1

※■：目標年度 実績値 将来値(予測値) 目標年度

給 水 区 域 外 人 口

項    目 単 位

行 政 区 域 内 人 口
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第２回浦添市上下水道料金等審議会 水道事業経営戦略（１） P. 36

５







本市の支出増加額
（千円/年）

現行料金からの
改定額（円/ｍ3）

受水単価
（円/ｍ3）

料金単価
（円/ｍ3）

実施年月日

--102.24102.24～令和６年９月30日

＋126,473
(令和6年度)

+18.60
(+18.19%)

120.84
（減免措置）

125.24
令和６年10月１日
～令和７年３月31日

＋312,880
(令和7年度)

+23.00
(+22.50%)

125.24125.24
令和７年４月１日
～令和８年３月31日

＋455,136
(令和8年度～)

+33.46
(+32.73%)

135.70135.70令和８年４月１日～

※全て税抜き、( )内は変更率
※本市財政への影響は、令和5年度受水費に改定率を乗ずることにより算出

出典：沖縄県企業局HP、企業局水道料金改定について、
https://www.eb.pref.okinawa.jp/torikumi/109/3618

将来の事業環境 （４） 受水単価の見通し

 本市では収益的支出に占める受水費の割合が60%であり、受水費の増減が経営に与える影響が大きいです。

 沖縄県企業局は、経営状況の急激な悪化が見込まれることを背景として、３度の受水料金改定を発表しています。

 令和6年度の受水費は、令和５年度と比較して1.3億円の増加が見込まれ、令和6年度には純利益がない状態となる見込みです。また、

令和7年度以降は赤字に陥ることが予想されます。

※参考）令和5年度の純利益が約1.4億円となるため、1.4億円以上の受水費増で赤字 ※令和5年度決算値を基にした簡易試算

沖縄県企業局水道用水受水単価の見通し
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投資財政計画７ （１） 将来の投資概要

整備概要整備名称
整備
対象

整備
区分

本市の実質的な配水池の役割を果たしている前田第１調整池に
代わる配水池（新前田配水池）を更新・新設します

新前田配水池
整備事業

配水池

新設

低水圧地域の水圧改善のため、増圧ポンプ場を整備します低水圧改善事業設備

土地区画整理事業（浦添南第一地区、浦添南第二地区、てだこ浦西駅
周辺地区、浦添前田駅周辺地区）に伴い、区画内の管路整備を行います

土地区画整理事業に
伴う管路整備事業

管路

県道及び市道工事に伴う管路の整備を行います
道路工事に伴う
管路整備事業

未普及地域への給水のために新たに管路の新設整備を行います
未普及地域への
管路整備事業

地震時などの危機発生時においても通水可能なように、災害拠点病院
などに専用管を整備するとともに、県企業局浄水場の事故時を
想定した連絡管整備を行います

応急給水管
・水融通管整備事業

仲間配水池は建設後50年が経過しており、耐震性の不足も懸念される
ため、仲間配水池を更新します

仲間配水池更新事業配水池

更新
老朽化したポンプ設備及び電気計装設備（前田増圧ポンプ場）を更新
します。 ※一部の減圧弁・流量計等は単独事業として実施

老朽化設備更新事業設備

耐用年数を超過した管路を更新し、更新に際して耐震性能を有した
管種を採用することで耐震化を図ります。
※一部の管路については単独事業として実施

管路更新（耐震化）事業管路

将来の整備事業概要

 上表で挙げられた事業の多くは国庫補助金の対象として事業を実施予定しています

 減圧弁・流量計等の機械電気設備や一部の管路の更新については単独整備事業として実施を予定しています
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投資財政計画 （３） 財源の見通し

将来の財源に関する考え方主な財源

 料金収入は、水道使用料金とします
 水道料金は、供給単価に年度別の有収水量を乗じることにより算出します
 供給単価は、平成30～令和5年度実績平均値（177.86円/m3）を採用します

※令和2年度の供給単価は、新型コロナウイルス減免措置により164.02円/m3と例年に比べ低い値となっ
ているため、平均の対象から除く

料金収入

 国土交通省「沖縄簡易水道等施設整備費」の活用を基本とします
※補助額や、補助事業としての採択に関しては、現段階では見込みとなります。

 近年は補助額が約1億円計上されているため、今後も同様の補助が採択されると想定します。将来の国庫補
助額を1年あたり1億円と設定

国庫補助金

 国庫補助事業における費用のうち、補助金で充当されない費用、特に支出の多い、土木・建築・管路工事を対
象に企業債を活用する計画とします

 起債充当率は75％を基本としますが、資金残高や給水収益対企業債残高の推移も踏まえ、起債充当率の調整
を行います

企業債

 投資（建設改良費）等の支出を賄うための財源として構成される主なものは、料金収入、国庫補助金、企業債です

 推計方法について、料金収入は有収水量×供給単価、国庫補助金は毎年度1億円、企業債は国庫補助金で重用されない土木・建築・

管路工事費の75％を基本として将来値を算出しました

将来の財源
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投資財政計画 （４） 経営指標の目標設定

考え方、目標経営指標

当該年度において、給水収益や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等

の費用をどの程度賄えているかを表す指標です。
将来にわたり、100％以上であることを目標とします。

経常収支比率

給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを表した指標であり、供給単価÷給水

原価×100（％）で算定されます。
本指標についても、将来にわたり、100％以上であることを目標とします。

料金回収率

流動比率は、流動負債に対する流動資産の割合であり、短期債務に対する支払能力を表して

います。流動比率は100％以上であることが必要です。
将来にわたり、100％以上であることを目標とします。

流動比率

給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標です。

沖縄県内11市では補助金等の関係で80％と低い数値ですが、類似団体の平均値は240％
です。今後は、補助金が少なくても起債や自己資金を活用して事業を実施していく予定であり、

これまでよりも企業債の発行額が高くなることから、120％以下であることを目標とします。

企業債残高対給水収益比率

資金残高（現金預金）がなくなることは、必要経費の支払い能力がなく、経営破綻を意味しま

す。一方で、あまりにも多すぎても水道料金の妥当性に疑義が生じることになるため、適切な水
準であることが重要となります。

1年間の事業収益に相当する資金残高を確保し、沖縄県内11市の平均的な水準である100％

以上（R5年度決算：約25億円）であることを目標とします。

事業収益対資金残高比率

将来の経営指標の目標

 今後は新設・更新に関わる投資をこれまで以上に取り組む必要がありますが、これらの投資の財源を確保しつつ、安定経営を継続す

ることが重要です

 そこで、経営安定性を測る指標として上記の経営指標を目標値と合わせて設定しました
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投資財政計画 参考） 収支計画における各項目の設定方法

設定方法

業務費 ・職員給与費+経費

人件費（職員給与費） ・基本給+その他

・年間１人当たり単価×職員数(6人)

・年間１人当たり単価は令和5年度決算単価を採用

その他 ・⼿当等+報酬+賞与引当⾦繰入額

⼿当等 ・令和5年度決算値で⼀定

報酬 ・令和5年度決算値で⼀定

賞与引当⾦繰入額等 ・平成30年度〜令和5年度の(基本給+⼿当等)に対する平均率×(基本給+⼿当等)

経 費 ・修繕費+委託料+その他作業費

修繕費 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

委託料 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

その他作業費 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

総 係 費 ・人件費+経費

人件費（職員給与費） ・基本給+その他

・年間１人当たり単価×職員数(7人)

・年間１人当たり単価は令和5年度決算単価を採用

その他 ・⼿当等+報酬+賞与引当⾦繰入額

⼿当等 ・令和5年度決算値で⼀定

報酬 ・令和5年度決算値で⼀定

賞与引当⾦繰入額等 ・平成30年度〜令和5年度の(基本給+⼿当等)に対する平均率×(基本給+⼿当等)

経 費 ・修繕費+委託料+その他作業費

修繕費 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

委託料 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

その他作業費 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

勘定項目

収
 
益
 
的
 
支
 
出

営
 
業
 
費
 
用

基本給

基本給

設定方法

・供給単価×有収水量

・供給単価は平成30〜令和5年度実績の平均値(177.86円/m3)を採用
 ※R2年度は新型コロナウイルス減免措置のため、平均の対象から除外する

その他営業収益 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼩さい値×(1+物価上昇率)

受取利息及び配当⾦ ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼩さい値

・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼩さい値

⻑期前受⾦戻入 ・令和5年度までの既存施設分+令和6年度以降の新規分

その他 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼩さい値×(1+物価上昇率)

・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼩さい値×(1+物価上昇率)

原水及び浄水費 ・受水費

・受水単価×年間受水量（年間配水量）

・受水単価は沖縄県企業局供給単価（R6年度、R7年度、R8年度に改定）を採用
 R6年度︓111.54m3/⽇、R7年度︓120.84m3/⽇、R8年度︓125.24m3/⽇
 ※R6年度は10月より改定のため、改定前後の平均値を採用

配水及び給水費 ・人件費+経費

人件費（職員給与費） ・基本給+その他

・年間１人当たり単価×職員数(9人)

・年間１人当たり単価は令和5年度決算単価を採用

その他 ・⼿当等+報酬+賞与引当⾦繰入額等

⼿当等 ・令和5年度決算値で⼀定

報酬 ・令和5年度決算値で⼀定

賞与引当⾦繰入額等 ・平成30年度〜令和5年度の(基本給+⼿当等)に対する平均率×(基本給+⼿当等)

経 費 ・動⼒費+薬品費+修繕費+委託料+その他作業費

・動⼒単価×年間配水量

・動⼒単価は令和5年度決算単価または
          平成30〜令和5年度決算平均単価の⼤きい値×(1+物価上昇率)

・薬品単価×年間配水量

・薬品単価は令和5年度決算単価または
          平成30〜令和5年度決算平均単価の⼤きい値×(1+物価上昇率)

修繕費 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

委託料 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

その他作業費 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

収
 
益
 
的
 
支
 
出

営
 
業
 
費
 
用

基本給

動⼒費

薬品費

受水費

勘定項目

収
 
益
 
的
 
収
 
入

営
業
収
益

営
業
外
収
益

補助⾦、負担⾦

特 別 利 益

給 水 収 益
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投資財政計画 参考） 収支計画における各項目の設定方法

設定方法

・令和5年度までの既存施設分+令和6年度以降の新規分

・耐用年数は建築50年、⼟⽊60年、機械電気15年、管路40年、量水器8年

資産減耗費 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値

・企業債は旧債(令和5年度まで)+新規債(令和6年度以降)

・新規債は元利均等１年据置３０年償還

・利率は近年の動向を加味し、1.9%と設定

その他営業外費用 ・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値×(1+物価上昇率)

・⼟⽊建築工事費・管路工事費及び用地費（補助額を差し引いたもの）×起債率（75％）
 ※令和17年度以降は⼟⽊建築工事費及び用地費を対象に起債

・補助額1億円／年を⾒込む ※補助額は近年実績を基に設定

・令和5年度決算値または平成30〜令和5年度決算平均値の⼤きい値

・貸付⾦の回収を⾒込む（今後の投資は⾒込まない）

・事業予定額（新設、更新）を⾒込む
・事務費（４条人件費・経費）の設定は、３条人件費・経費の考え方と同様とする

・旧債(令和5年度まで)+新規債(令和6年度以降)

・新規債の借入条件は支払利息の計算と同様

・⾒込まない

その他資本的支出 ・⾒込まない

※物価上昇率について、R16年度までは近年3年間の平均値2％を採⽤し、以降は近年10年間の平均値1％を採⽤する。
※⼀部の項目には物価上昇率を加味しない

勘定項目

特別損失

収
益
的
支
出

営
業
費
用

減価償却費

営
業
外
費
用

支払利息

資
本
的
支
出

建設改良費

国庫補助⾦

負 担 ⾦

投資

資
本
的
収
入

企業債

投資

企業債償還⾦

特記事項

 収益的支出において、経費等は令和5年度決算値または平成30～

令和5年度決算平均値の大きい値に物価上昇を加味することを基

本として設定しました。

 収益的収入において、その他営業収益等は令和5年度決算値また

は平成30～令和5年度決算平均値の小さい値に物価上昇を加味す

ることを基本として設定しました。

 物価上昇率は、令和16年度までは近年3年間の平均値2％、令和17

年度以降は近年10年間の平均値1％を設定しました。

 人件費は令和5年度決算値とすることを基本として設定しました

 減価償却費および長期前受金戻入、企業債償還金は既存投資分+

新規投資分として設定しました。

 受水単価は、県企業局が公表している受水単価を設定しました。

第２回浦添市上下水道料金等審議会 水道事業経営戦略（１） P. 48

７









投資財政計画 （６） 収支計画まとめ

収支計画（現行料金）のまとめ

令和6年度（本年度）から、受水費改定の影響によって、収益的収支の純利益がない状態となる見込みで

す。令和7年度及び令和8年度にはさらなる改定が予定され、純損益が一層悪化（赤字）する見込みです

収益的収支が赤字に陥ると、水道事業経営の持続可能性の欠如、設備更新投資の遅れ、財政的な柔軟

性の喪失、信頼性の低下等の様々な問題が生じる恐れがあります

資金残高は令和11年度には目標となる約25億円を割り込み、令和16年度には経営破綻するリスクが高

まります

以上より、現行の収支計画では、水道事業の持続性が懸念されるため、経費削減や料金改定などの経営

改善のための可能な方策を実施していく必要があります

※本事業における収益的支出の約6割が受水費などの外的要因であることに留意する必要があります

第３回浦添市上下水道料金審議会では、収支ギャップ解消に関わる取り組み（水道料金改定、改定率等）に

ついてご説明を予定しています
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